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研究成果の概要（和文）：本研究では、地方政府による土地払い下げ価格のデータを採取し、それを県ごとのGISデー
タと組み合わせて土地市場と地方政府の行動に関する実証分析を行った。具体的には土地払い下げ価格の空間的自己相
関を考慮した空間ラグモデルを用い、工業用地払い下げ価格の決定要因を推定した。その結果、当該地域の地価には周
辺地域の地価も有意に影響しており、土地払下げの価格競争が存在している、という結論が得られた。同論文について
は中国上海市の復旦大学で開催された国際カンファレンスで報告した後、国際ジャーナルに投稿中である。また、研究
機関中に購入・構築したデータベースを用いて、今後も順次研究成果を発表していく予定である。

研究成果の概要（英文）：In this study, we got the data sets of land usage price which are supplied by 
local governments from web site. We combined the data of land price with GIS data for each county, and 
subjected to empirical analysis on the land market and the behavior of local governments. Specially, we 
use the spatial lag model that takes into account the spatial auto-correlation of the land price, and 
estimated the determinants about the local industrial land usage prices. As a result, the land price 
around that area also significantly affected the land usage price. This phenomenon seems to explain the 
existence of competition of local governments about the land usage rights.
 We reported this analysis in the international conference, which was held at the Fudan University in 
Shanghai, and have posted the paper to the international journal. In addition, we are planning to 
continually publish the result of this research using the database that was constructed during our 
research.
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１．研究開始当初の背景 
中国では、分権的な財政制度の下で行われ
た各地方政府の地域経済への介入や独自の
産業政策が、経済成長の一つの原動力となっ
てきた。また、今世紀に入ってから、中国
の各地で土地の収用と利用を管理する機関
（土地備蓄センター）が、地方政府から委
嘱される形で開発用地を収用・管理開発す
るという形での土地開発が広く行われるよ
うになっている。 
このような地方政府主導の経済開発につ
いては、一面では競争的な企業誘致や公共財
の供給などを通じて、経済効率を高める働き
を持つが、財源の獲得手段として土地市場な
どが対象になる場合には、むしろレントシー
キング活動を誘発し、経済厚生の損失が生じ
ており、その「二面性」の解明が大きな課題
となっていた。今後の中国経済の持続可能性
を占う上で、このような地方の経済成長に果
たす地方政府の役割について再定義し、改め
て評価を行うことがことが不可欠となる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、本研究では、土地市場、政府
間競争、産業集積という三つのイシューにつ
いて分析を行い、それらを総合することによ
り、１．で述べたような問題意識を立体的に
浮かびあがらせることを目標とした研究活
動を行った(図）。 
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図：土地市場・産業集積・政府間競争の相互作用

 
 
その際、各地方政府の財政データと、政府
による土地払下げに関するデータを有機的
に結びつけ、これに現地調査によるヒアリン
グ調査を組み合わせることで、地方政府間の
財政競争が持つ「二面性」が、どのように経
済パフォーマンスに影響を与えているか、実
証的に明らかにすることを試みた。 
 具体的には、（１）中国経済の空間的分析
のためのデータベースを、土地市場に関す
る情報も加えた形で作成し県レベル程度の
広がりを持った地域における地価・企業立
地・地理的位置関係の情報を連結させるこ
と、（２）これまで公共財の提供など、財政
面を中心に分析されてきた地方政府間の財
源獲得競争について、このような土地開発
を通じた地方政府のレントとその分配とい
う要素を含めて具体的に分析を行うこと、

（３）財政や土地収入をめぐる政府間競争
と、企業集積がどのように相互に影響を与
えているかを空間経済学の知見を生かした
モデル構築を行い、データベースを利用し
て、実証的に分析することを目的として研
究活動を行った。 
 
３．研究の方法 
本研究では、中国独自の土地制度を考慮に
入れつつ、空間経済学に政府間競争を取り入
れた理論研究である「租税競争」の理論的成
果を応用して中国経済の空間的な分析を試
みた。 
実証分析にあたっては、地方政府から開発
業者や不動産業者などへの土地の払い下げ
の用途・方式・面積および価格などの基本
的なデータをインターネットから入手し、
体系的に整理したデータベースを構築し、
それを産業集積に関するＧＩＳデータと組
み合わせる作業を行った。 
より具体的には、中国国家統計局から一
部のデータベンダー（Huamei社）を通じ
てリリースされている「中国工業企業デー
タベース」（売上高が 500 万元以上の工業
企業数十万社分の企業データを含む大型デ
ータベースで）の所収データに、GISを用
いて企業立地の空間参照を付与した。本研
究では、それに土地価格に関するデータを
付け加えることで、正規の財政収入の分析
だけでは明らかにできなかった地方政府の
行動が地元経済に与える影響について分析
を行った。 
また、期間中を通じて四川省並びに広東省
での現地調査を積極的に行い、四川省社会科
学院農業経済研究所など現地の研究機関、研
究者との積極的な意見交流を実施すること
によって、理論と中国の現状とのギャップを
埋めることを試みた。 
 
４．研究成果 
研究機関を通して、地方政府による地価デ
ータをウェブサイトから採取し、それを県ご
との GIS データなどと組み合わせて土地市
場と地方政府の行動に関する実証分析を行
い、論文や研究発表の形で公表した。 
その成果の一つである藤井大輔との共著
論文  "The Spatial Analysis about the 
Competition among the Local 
Governments and the Land Prices: The 
Case Study of Zhejiang Province"では、土地
払い下げ価格の空間的自己相関を考慮した
以下の spatial lagモデルを使用、工業用地払
い下げ価格の決定要因を推定した。その結果、
当該地域の地価を決定するような属性値と
ともに、周辺地域の地価も有意に影響してお
り、土地払下げの価格競争が存在している、
という結論が得られた。同論文については中
国上海市の復旦大学で開催された国際カン
ファレンスで報告した後、国際ジャーナルに
投稿中である。 



また、研究機関中に購入・構築したデータ
ベースを用いて、今後も順次研究成果を発表
していく予定である。例えば、2016 年２月
に梶谷が六甲フォーラムで行った報告"The 
Land Market Auction and the Corruption: 
The Case of Chinese Seven Big Cities "で北
京、上海、広州、杭州、成都、重慶、武漢と
いう中国の七大都市の土地払い下げデータ
を利用し、政府の腐敗が地階にどのように影
響しているかを分析した。払い下げの手法と
してより腐敗の余地が大きいと考えられる
二段階オークションの利用に注目し、オーク
ションの手法に関するダミー変数を説明変
数に加えて土地の価格関数を推計した。その
結果、内陸部の都市において、二段階オーク
ションの使用は有意に地価を引き下げてい
ることが明らかになり、これらの都市で土地
払い下げを通じた腐敗が生じていることが
示唆された。当報告は現在完成の途上にあり、
プロジェクト終了後も継続して作業を行い、
成果を公表する予定である。 
 本研究ではまた、２回にわたってワークシ
ョップを開催し、外部の研究者との積極的な
意見交換を行い、本研究の発展に関する有意
義な知見とフィードバックを得た。 
 例えば、２０１５年２月には、東京大の石
渡文子氏とアジア経済研究所の橋口善広氏
を招待し、経済の空間計量分析に関するワー
クショップを開催した。石渡氏による報告
「ビジネスネットワークが零細企業クラス
ターの成長に与える効果 －エチオピア農村
地域における実証分析－」では、エチオピア
農村地域における報告者のフィールドワー
クに基づいて、ビジネスネットワークが零細
企業の生産性にどのような影響を与えるか
が分析された。各企業のネットワークとワー
カーのスキル形成に関する詳細な分析によ
って、立地による企業間の情報ネットワーク
形成が農村の経済発展に与える影響につい
て知見を得た。 
 ま た 橋 口 善 広 氏 に よ る 報 告 
"Agglomeration and firm-level 
productivity: A Bayesian spatial approach" 
では、2004 年の中国長江デルタ地域における
工業企業 9万社のミクロデータをもとに、県
レベルの産業集積の形成が、企業の生産性に
どのような影響を与えているかを、空間的自
己相関を考慮したベイジアン推計の手法を
用いて分析が行われた。企業規模は生産性の
水準や地域特化の経済の享受度に対してい
かなる影響をもつのか、および地域の市場構
造（競争度）や産業構造（多様性）は生産性
の水準や地域特化の経済の享受度に対して
いかなる影響をもつのか、など、本研究のテ
ーマにも関連性の高い知見を得られた。 
 また２０１６年２月には、大東文化大学の
岡本信広氏を招いて中国都市化問題に関す
るワークショップを開催した。岡本信広氏に
よる報告「貴州省の都市化」では、報告者の
現地でのフィールドワークに基づき、これま

で貧困地域として知られていた貴州省にお
ける農村の都市化の試みについて、貴安新区
および安順市内のモデル農村の事例を中心
に紹介が行われた。貴州省の農村都市化の試
みは、中央政府による財政援助に依存した
「上からの都市化」であることが特徴であり、
これまで成長率の底上げなどの点でそれな
りに成果を上げているが、産業の転換などの
点で課題を残していることが明らかにされ
た。 
 また同ワークショップでは連携研究者で
あ る 藤 井 大 輔 が "The analysis of the 
auctioned land price by the Hedonic 
Approach: Case of Zhejiang province"とい
うテーマで報告を行った。同報告では浙江省
における 2007 年から 2011 年間の政府による
土地払い下げデータを利用し、各郷鎮ごとの
平均地価を算出した上で、地理的相関を考慮
したヘドニック関数の推定を行い、住宅・商
業地は工業地について地域全体での地理的
相関が大きいこと、および地価を決定する要
因を考慮した上で住宅工業地は工業用地よ
りも優位に地価が高いことなどが示された。 
 この他、研究代表者および連携研究者は国
内外の学会での報告や論文および図書の執
筆活動を通じて本研究で共有された問題意
識に基づく研究成果を積極的に公表してい
る。その主なものは５．で示された通りであ
る。 
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